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1 交通安全教育の重要性1.交通安全教育の重要性

●児童を交通事故から守る対策
●将来のドライバ 候補の育成●将来のドライバー候補の育成
●交通社会という具体的な場面を●交通社会という具体的な場面を

通して生きる力を育むための取り組み



2 児童の交通事故対策の必要性2.児童の交通事故対策の必要性
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・（歩行者の事故は減少傾向にあるものの）

歩行者/自転車事故で第一当事者となるのは歩行者/自転車事故で第 当事者となるのは，
0～15歳までの子どもが占める割合高い．



3.将来のドライバー候補の育成将 候
の重要性

 

10年後今 20年後

幼少期からの
交通安全教育

・自動車対歩行者/自転車

の事故の削減※

・自動車への正しい知識・

・将来のより良き
ドライバ候補の
育成

・交通社会への
信頼促進

交通事故のない
安全・安心・便利
な交通社会 へ

関心の増加

短期的

信頼促進
・自動車の購買

意欲増大

長期的

な交通社会 へ

幼少期からの継続的な安全教育が重要幼少期からの継続的な安全教育が重要



4.生きる力とは

知・徳・体のバランスのとれた力

その に

知 徳 体のバランスのとれた力

その一つに，

○自らを律しつつ 他人とともに協調し○自らを律しつつ、他人とともに協調し、
他人を思いやる心や感動する心など他人を思いやる心や感動する心など
の豊かな人間性

を育てることが大切（文部科学省，2009）．



5.交通安全教育と生きる力
自らを律しつつ，他人とともに協調し，

他人を思 やる心や感動する心（生きる他人を思いやる心や感動する心（生きる
力）は 交通社会でも必要力）は，交通社会でも必要．

交通社会という具体的な
生きる力の育成

交通社会という具体的な
場面の中で生きる人間

の教育の教育

交通事故の防止 交通安全教育



人間的な成長長

人生の目的・態度，適応能力（社会への意識，態度，感情
のコントロール，危険を好む傾向，ライフスタイル，飲酒傾向など） 安全教育

道路状況の把握 対応能力（他のドライバの行動予測 危険

運転の目的・意味付け（自分にとって車とは？楽しみ？移
動？，車の必要性，目的地へのルート選択など）

グ

運転操作（スキル）能力（スピードコントロール，ハンドル操作，

道路状況の把握・対応能力（他のドライバの行動予測，危険
予知，適切な車間距離など）

トレーニング

運転操作（スキル）能力（スピ ド ント ル， ンドル操作，
バックなど）

Mikkonen ＆Keskinen（1980）よりMikkonen ＆Keskinen（1980）より
「ドライバの行動階層モデル」



6.JARIの安全教育の考え方
適切な安全態度と社会的スキルの習得

のためにのために
受動 能動

行動の強化

例）止まれの標識で

思考と実践

例）交通状況を考えて例）止まれの標識で
止まる．

例）交通状況を考えて
行動する．

幼稚園
小学校

中学校 高校 大学
低学年 中学年 高学年

各学齢段階に応じた交通安全教育手法と

クリックすると、詳細を表示。

各学齢段階に応じた交通安全教育手法と
内容の研究と実践





交通安全教育（低学年）
☆ねらい


・体験学習により，道路を安全に横断することを覚える。


☆教育のポイント
・横断歩道の手前で必ず止まって左右確認・横断歩道の手前で必ず止まって左右確認。


・左右の確認は，道路の先までしっかり見る。


・信号が青でもしっかり左右確認。


・目立つように手をあげて渡る。


☆内容☆内容
【1年生】


・校庭内に模擬した見通しの悪い交差点の横断体験校庭内に模擬した見通しの悪い交差点の横断体験


・校庭内に模擬した信号機のある交差点の横断体験


【2年生】


・普段通い慣れている実際の道路で横断体験








交通安全教育（中学年）
☆ねらい


・自転車を使った体験学習により，自転車で道路を安全に横断する


ことを覚える。


☆教育のポイント☆教育のポイント
・横断歩道の手前で必ず止まって左右確認。


・左右確認は，道路の先までしっかり見る。


・自転車の前輪をはみ出しすぎないようにする。


・駐車車両の手前もしっかりと前後確認。


車 陰から飛び出さな・車の陰から飛び出さない。


・ブレーキは両手でしっかりとかける。


☆内容
・校庭内に模擬した見通しの悪い交差点を自転車での横断体験


・校庭内に模擬した道路の路肩に駐車している車両を追い越す体験












交通安全教育（高学年）
☆ねらい


・自転車を使った体験学習により，危険な箇所での対応方法を


自分の頭で考えて，適切な行動をとれるようにする。


☆教育のポイント☆教育のポイント
・駐車車両の安全な追い越し方をみんなで考えて体験する。


・駐車車両の陰からの飛び出しを予測する。（徐行，確認など）


・自分の運転技術を過信しない。


☆内容☆内容
・校庭内に模擬した道路の路肩に駐車している車両を追い越す体験











